
扶桑町競争入札資格審査事務取扱規程

（平成２年３月１日訓令第１号）

（平成５年３月２５日訓令第９号）

（平成８年３月２９日規程第６号）

（平成１２年９月３０日規程第６号）

（平成１２年１２月２６日規程第８号）

（平成１９年３月３０日訓令第３９号）

（平成２０年９月３０日訓令第４号）

（平成２１年３月３１日訓令第４号）

扶桑町指名競争入札資格審査事務取扱規程（昭和５６年扶桑町訓令第４

号）の全部を改正する。

（趣旨）

第１条 この規程は、扶桑町の競争入札に参加する者に関する資格審査及び

格付審査の事務取扱いについて必要な事項を定めるものとする。

（委員会の設置）

第２条 競争入札に参加する者の資格及び格付の審査を行うため、扶桑町競

争入札参加者資格審査委員会（以下「委員会」という。）を置く。

（構成）

第３条 委員会の委員は、次の各号に掲げる職員を充てる。

（１）副町長

（２）総務部長、健康福祉部長、産業建設部長及び教育次長

（３）総務課長

（委員長）

第４条 委員会に委員長を置き、委員長に副町長を充てる。

２ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。

３ 委員長に事故あるときは、あらかじめ委員長が指名する委員がその職務

を代理する。

（会議）

第５条 委員会の会議は、委員長が招集する。

２ 委員会の会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。



３ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長

の決するところによる。

４ 委員長は、審議が終了したときは、その結果を町長に報告しなければな

らない。

５ 委員長は、軽微な事項と認めた場合、委員会を省略することができる。

（審査期間）

第６条 委員会は、競争入札参加資格審査申請書（以下「申請書」とい

う。）の提出期限後２月以内に資格の審査及び格付をしなければならない。

２ 提出期限後に提出された申請書に係る資格の審査及び格付は、必要に応

じ委員会に付することができる。ただし委員長が軽微な事項と認めた場合、

委員会を省略することができる。

（庶務）

第７条 委員会の事務は、総務課において処理する。

（基本審査）

第８条 資格審査は、提出された申請書及び添付書類により基本資格の審査

（以下「基本審査」という。）を経て、格付に必要な資格の審査（以下

「格付審査」という。）を行うものとする。

（建設工事業の審査）

第９条 建設工事業者の格付審査は、基本審査に合格した者につき、建設業

法（昭和２４年法律第１００号）第２７条の２３の規定により国土交通大

臣又は都道府県知事が行う経営事項審査の例により算出した数値（以下

「総合数値」という。）を基礎として、その者の総合数値が別表第１の対

応する等級に格付する。ただし、工事経歴、成績等を考慮して、１級上位

又は１級下位の等級へ格付することができる。

（設計業者等の審査）

第１０条 設計、監理、調査、測量、物件の製造又は購入、その他の契約に

係る業者の審査は、基本審査に合格した者につき、経営規模、取扱高、経

歴、職員数等により審査するものとする。

（格付の有効期限）

第１１条 格付の有効期限は、格付の適用された日から次の格付の適用され

た日までとする。



（等級の通知）

第１２条 町長は、格付された等級について申請者から申出があつたときは、

その結果を当該申請者に通知するものとする。

（入札参加資格者名簿）

第１３条 総務課長は、委員会が建設工事業者の資格審査及び格付をしたと

き及び設計、監理、調査、測量、物件の製造又は購入、その他の契約に係

る業者の資格審査をしたときは、入札参加資格者名簿を速やかに作成しな

ければならない。

２ 削除

附則

この訓令は、平成２年３月１日から施行する。

附則（平成５年３月２５日訓令第９号）

この訓令は、平成５年４月１日から施行する。

附則（平成８年３月２９日規程第６号）

この訓令は、平成８年４月１日から施行する。

附則（平成１２年９月３０日規程第６号）

この訓令は、平成１２年１１月１日から施行する。

附則（平成１２年１２月２６日規程第８号）

この訓令は、平成１３年１月６日から施行する。

附則（平成１９年３月３０日規程第３９号）

この訓令は、平成１９年４月１日から施行する。

附則（平成２０年９月３０日訓令第４号）

この訓令は、公布の日から施行する。

附則（平成２１年３月３１日訓令第４号）

この訓令は、公布の日から施行する。



別表第１（第９条関係）

総合数値と等級の格付

等級 総合数値

Ａ ９００点以上

Ｂ ７００点以上９００点未満

Ｃ ５００点以上７００点未満

Ｄ ５００点未満


